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新採用職員
を紹介
します

平成29年度

◎伊保内保育園
湯川　愛

まな

「優しい九戸村で、
かわいい子どもたち
と、楽しくワクワク
しながら過ごしたい
と思います」

（23歳・小倉）

（カッコ内は
年齢・出身地）

　

長
年
に
わ
た
っ
て
緑
化
運
動

に
貢
献
し
た
功
績
が
た
た
え
ら

れ
、
夏
井
嘉
一
郎
さ
ん
（
84
＝

伊
保
内
上
）
が
最
上
位
の
農
林

水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
５
月

28
日
に
富
山
県
で

行
わ
れ
た
、
第
68

回
全
国
植
樹
祭
の

席
上
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
県
内
で
は

こ
れ
ま
で
、
緑
化

功
労
者
と
し
て
４

人
が
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
し
て

お
り
、
夏
井
さ
ん

が
５
人
目
と
な
り

ま
し
た
。

　

夏
井
さ
ん
の
ポ

リ
シ
ー
は
「
森

林
教
育
が
岩
手
の

人
づ
く
り
」。
平

成
５
年
に
伊
保
内

郵
便
局
長
を
退
職

後
、
社
会
の
た
め

に
貢
献
し
た
い
と

い
う
思
い
で
、
森

林
を
通
じ
た
岩
手
の
人
づ
く
り

に
着
手
。
森
林
を
学
ぶ
こ
と
が

生
命
を
学
ぶ
こ
と
に
つ
な
が
る

と
考
え
、
森
林
教
育
に
精
力
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
有
志
の
先
頭
に
立
ち
、

平
成
７
年
か
ら
は
伊
保
内
小
学

校
の
学
校
林
で
植
林
や
広
場
造

成
な
ど
を
行
い
、
森
林
整
備
に

尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
に
は
森
林
環
境
教

育
の
指
導
者
と
し
て
、
岩
手
県

か
ら
「
い
わ
て
森
の
達
人
」
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

カ
シ
オ
ペ
ア
森
林
塾
を
設
立
し
、

自
ら
が
講
師
と
な
っ
て
村
内
だ

け
で
は
な
く
、
県
内
の
小
学
生

に
森
林
環
境
の
教
育
を
実
践
し

て
い
ま
す
。

　
夏
井
さ
ん
は
、「
こ
の
地
域
に

生
ま
れ
、恵
ま
れ
た
環
境
で
育
っ

て
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、

郷
土
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

緑
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
自
然
の
中

で
、
心
の
教
育
や
感
性
を
育
む

こ
と
が
大
切
」
と
訴
え
、
森
林

教
育
を
通
じ
た
人
づ
く
り
に
励

ん
で
い
ま
す
。

森林教育は人づくり

　
今
回
の
受
賞
は「
県
内
に
と
っ

て
も
大
変
名
誉
で
非
常
に
う
れ

し
い
。
九
戸
村
で
生
ま
れ
育
っ

た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
こ
れ

か
ら
も
社
会
や
地
域
の
た
め
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
力
強

い
ま
な
ざ
し
で
、
さ
ら
に
意
欲

を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

地域や社会のために人づくりに励み、
農林水産大臣賞に輝いた夏井嘉一郎さん（左）

夏井嘉一郎さ
んに農水大臣賞

　

７
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け

て
折
爪
岳
山
頂
付
近
で
は
ヒ
メ

ボ
タ
ル
が
観
賞
で
き
ま
す
。

　

７
月
15
日
～
17
日
に
は
現
地

ま
で
の
送
迎
バ
ス
が
運
行
さ
れ
、

現
地
ガ
イ
ド
も
無
料
で
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
（
事
前
予
約
が

必
要
）。
16
日
に
は
折
爪
岳
山
の

家
で
、
伊
保
内
高
等
学
校
郷
土

芸
能
委
員
会
も
出
演
す
る
ヒ
メ

ボ
タ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

折
爪
岳
の
ブ
ナ
林
か
ら
山
頂

に
か
け
て
た
く
さ
ん
の
光
の
乱

舞
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

東
北
で
も
有
数
の
群
生
地
で
あ

り
、
最
盛
期
に
は
１
０
０
万
匹

に
も
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

幻
想
的
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
一
目
見
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
企
画
課
地
域
振
興
班（
☎

42
‐
２
１
１
１
内
線
１
７
２
）

見
ま
せ
ん
か
？  

光
の
乱
舞

幻想的に光るヒメボタル（昨年）
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九
戸
保
護
連
年
長
児
親
子
運

動
会
が
６
月
３
日
、
村
体
育
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
保

護
者
や
地
域
住
民
が
見
守
る
中
、

村
内
幼
保
施
設
・
全
３
施
設
の

年
長
園
児
42
人
が
参
加
し
、
赤

組
と
白
組
に
分
か
れ
て
大
き
く

成
長
し
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
障
害
物
競
走
を

皮
切
り
に
、
マ
ッ
ト
取
り
合
戦

や
親
子
ダ
ン
ス
、
玉
入
れ
や
紅

白
リ
レ
ー
な
ど
９
種
目
に
わ

た
っ
て
元
気
に
競
技
し
ま
し
た
。

　

障
害
物
競
走
で
は
、
手
を
使

わ
ず
に
口
だ
け
で
お
菓
子
を
取

る
競
技
に
悪
戦
苦
闘
。
し
か
し
、

回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
コ
ツ
を

つ
か
み
、
上
手
に
く
わ
え
る
方

法
を
次
の
園

児
へ
伝
え
、

協
力
し
て
競

技
を
進
め
て

い
ま
し
た
。

　

新
種
目
、

た
ら
い
容
器

に
入
っ
た
園

児
を
保
護
者

が
引
っ
張

り
、
リ
レ
ー

を
す
る
競
技

で
は
、
ス

ピ
ー
ド
に

親子が触れ合い
楽しいひととき

乗
っ
て
Ｕ
タ
ー
ン
を
す
る
親
子

に
歓
声
が
上
が
り
、
園
児
た
ち

は
ス
リ
ル
満
点
の
乗
り
物
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

親
子
ダ
ン
ス
で
は
、
園
児
と

保
護
者
が
輪
に
な
っ
て
音
楽
に

合
わ
せ
て
踊
り
、
親
子
は
う
れ

し
そ
う
に
触
れ
合
い
な
が
ら
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
堪
能
し
て

い
ま
し
た
。

　

遊
戯
で
は
音
楽
に
合
わ
せ
て

力
い
っ
ぱ
い
踊
り
、紅
白
リ
レ
ー

で
は
大
き
な
差
が
つ
い
て
も
諦

め
ず
、
最
後
ま
で
一
生
懸
命
競

技
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　

小
田
慧か

な
た君
（
ひ
め
ほ
た
る
こ

ど
も
園
）
は
、「
玉
入
れ
で
た
く

さ
ん
入
れ
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
」と
、喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
た
く
ま
し
く
成
長
し
た
姿
で
、

元
気
い
っ
ぱ
い
に
駆
け
回
る
園

児
た
ち
に
は
、
保
護
者
や
地
域

の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
声
援
が

飛
ん
で
い
ま
し
た
。

年
長
児
親
子
運
動
会

園児と保護者が体も心も弾ませて楽しく踊るダンス

保護者に引かれ、スピード感を楽しむ親子リレー

元気いっぱいに障害物を越える年長園児

紅白リレーでは友達に負けないぞー

3
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村
消
防
団

訓
練
大
会
の

第
50
回
ポ
ン

プ
操
法
競
技

会
が
５
月
28

日
、
村
体
育

セ
ン
タ
ー
駐

車
場
で
行
わ

れ
、
ポ
ン
プ

車
の
部
は
第

２
分
団
、
小

型
ポ
ン
プ
の

部
は
第
14
分

団
が
優
勝
に

【
ポ
ン
プ
車
の
部
】

①
第
２
分
団

②
第
４
分
団

③
第
３
分
団

▽
優
秀
選
手
賞

指
揮
者　
下
高
山
朋
徳
①

１
番
員　
和
蛇
田
賢
一
⑩

２
番
員　
橘
塁
②

３
番
員　
岩
本
有
聖
①

４
番
員　
小
野
寺
多
市
⑩

【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
】

①
第
14
分
団

②
第
９
分
団

③
第
７
分
団

▽
優
秀
選
手
賞

指
揮
者　
高
島
克
己
⑨

１
番
員　
篠
山
啓
輔
⑧

２
番
員　
笹
木
康
智
⑨

３
番
員　
西
野
啓
樹
⑨

輝
き
ま
し
た
。

　

半
世
紀
に
わ
た

り
引
き
継
が
れ

て
き
た
伝
統
あ
る

競
技
会
に
、
村
内

消
防
団
の
全
15
分

団
が
出
場
。
各
４

～
５
人
の
選
手
た

ち
が
手
で
広
げ
た

ホ
ー
ス
を
結
合

し
、
約
60
メ
ー
ト
ル
先
に
あ
る

火
点
を
倒
す
ま
で
の
タ
イ
ム
や

節
度
を
競
い
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
日
頃
培
っ
て

 ２分団が 11連覇
14分団が ９連覇

き
た
技
術
を
発
揮
し

よ
う
と
、
集
中
し
て

全
力
で
競
技
に
臨
ん

で
い
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果
、
ポ

ン
プ
車
の
部
は
第
２

分
団
が
11
連
覇
、
小

型
ポ
ン
プ
の
部
は
第

14
分
団
が
９
連
覇
を

達
成
し
ま
し
た
。
競

技
の
結
果
、
上
位
入

賞
し
た
分
団
を
紹
介

し
ま
す
。（
敬
称
略

＝
氏
名
後
の
〇
内
の

数
字
は
分
団
名
）

９連覇を達成した第 14 分団

11 連覇を成し遂げた第２分団。
前列左から皆川卓麻班長、野田和貴団員、後列
左から橘塁団員、觸澤佳太団員、山本猛輝団員

村
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

　

６
月
25
日
、
村
営
く

の
へ
ス
キ
ー
場
で
パ
ラ

グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
県
内
外
か
ら

17
人
が
参
加
し
、
Ｆ
Ｕ

Ｎ
Ｓ
Ｋ
Ｙ
２
２
９
の
ク

ラ
ブ
員
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
に
挑
戦
。
機
材
の

操
作
方
法
や
体
の
使
い

方
な
ど
を
教
わ
り
な
が

ら
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

　

風
の
状
況
が
あ
ま
り
芳
し
く

な
い
中
、
体
験
者
は
ク
ラ
ブ
員

の
補
助
を
受
け
な
が
ら
斜
面
を

パラグライダー体験会 空
舞
い
味
わ
う
爽
快
感

歓声を上げて空中散歩を楽しむ体験者

駆
け
走
り
テ
イ
ク
オ
フ
。
見

事
、
風
に
乗
っ
て
体
が
宙
に
浮

く
と
「
わ
ー
、
浮
い
た
ー
。
す

ご
ー
い
。
気
持
ち
い
い
」
な
ど

と
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
、
空
中

散
歩
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
17
人
全
員
が
空
を
飛

ぶ
こ
と
が
で
き
、
大
き
な
翼

を
得
て
鳥
に
な
っ
た
よ
う
な

気
分
を
味
わ
い
、
爽
快
感
に
酔

い
し
れ
て
い
ま
し
た
。
滝
沢
市

か
ら
参
加
し
た
柳
澤
春
美
さ
ん

（
69
）
は
「
初
め
て
体
験
し
て

難
し
か
っ
た
が
、
宙
に
浮
く
こ

と
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
」

と
笑
み
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。
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住
宅
の
改
善
費
用
を
補
助

　

村
で
は
高
齢
者
や
障
が
い
者

の
自
立
と
介
護
者
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
住
宅
改
善
に
要
す
る

経
費
に
つ
い
て
、
予
算
内
に
お

い
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
人

①
在
宅
で
介
護
保
険
の
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
人

②
在
宅
で
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
た
肢
体
不
自
由

（
下
肢
、
体
幹
）
、
ま
た
は
視

覚
障
が
い
の
等
級
が
１
～
３
級

の
人

■
対
象
と
な
る
改
修

　

住
宅
の
ト
イ
レ
・
浴
室
な
ど

の
改
善
、
床
面
の
段
差
解
消
、

手
す
り
の
設
置
な
ど
、
対
象
者

の
日
常
生
活
動
作
ま
た
は
介
護

者
の
介
護
動
作
の
向
上
に
資
す

る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

■
対
象
外
と
な
る
場
合

①
対
象
者
と
配
偶
者
、
ま
た
は

対
象
者
の
生
計
を
維
持
し
て
い

る
人
の
前
年
の
所
得
が
一
定
基

準
を
超
え
る
場
合

②
改
善
の
内
容
が
新
築
や
増
築

の
場
合

③
賃
貸
住
宅

④
過
去
に
こ
の
事
業
に
よ
る
補

助
金
の
交
付
を
受
け
た
世
帯

⑤
補
助
決
定
前
に
、
工
事
着
手

し
た
も
の

■
補
助
額

　
補
助
額
上
限
40
万
円

（
補
助
率
３
分
の
２
）

※
補
助
決
定
は
改
修
の
必
要
性

を
確
認
し
行
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

希
望
者
は
、
住
民
生
活
課
地

域
福
祉
班
（
☎
42-

２
１
１
１
内

線
２
０
３
）
へ
事
前
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

は
介
護
保
険
制
度
の
住
宅
改
修

補
助
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
１
）
へ
。

≲
対
象
と
な
る
人
≳

　

身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い

者
、
難
病
患
者
、
障
が
い
児

≲
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
≳

■
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

●

介
護
給
付

日
常
生
活
に
必
要
な
介
護
の
支

援
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

例
居
宅
介
護
、
生
活
介
護
、
短

期
入
所
、
施
設
入
所
支
援
な
ど

●

訓
練
な
ど
の
給
付

自
立
し
た
生
活
や
就
労
に
必
要

な
訓
練
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

例
自
立
訓
練
、
就
労
移
行
支

援
、
就
労
継
続
支
援
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
ど

■
地
域
生
活
支
援
事
業

●

日
中
一
時
支
援

介
護
者
の
一
時
的
な
負
担
軽
減

を
図
る
と
と
も
に
、
日
中
に
お

け
る
見
守
り
や
日
中
活
動
の
場

を
提
供
し
ま
す
。

●

移
動
支
援

屋
外
で
の
移
動
が
困
難
な
人

に
、
余
暇
活
動
や
社
会
生
活
上

必
要
な
外
出
の
た
め
の
支
援
を

　
障
が
い
の
あ
る
人
の
日
常
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
次
の
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
に
は
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
４
月
か
ら
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
対
象
と
な
る

難
病
の
範
囲
が
、
３
５
８
疾
病
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
と
な

る
人
は
、
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
、
必
要
と
認
め
ら

れ
た
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

行
い
ま
す
。

●

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

創
作
的
活
動
や
生
産
活
動
、
社

会
と
の
交
流
な
ど
の
活
動
機
会

を
提
供
し
、
地
域
生
活
を
支
援

し
ま
す
。

●

日
常
生
活
用
具
の
支
給

障
が
い
の
あ
る
人
が
日
常
生
活

を
送
る
た
め
に
必
要
な
用
具
を

給
付
・
貸
与
し
ま
す
。

●

意
思
疎
通
支
援

聴
覚
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
人

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支

援
す
る
た
め
、
手
話
通
訳
者
や

要
約
筆
記
者
を
派
遣
し
ま
す
。

●

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援

知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
の

た
め
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
た
め
の
手
続
き
が
困
難
な

人
に
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用

に
係
る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

●
障
が
い
児
通
所
支
援

18
歳
未
満
の
児
童
が
事
業
所
に

通
所
し
、
障
が
い
に
応
じ
た
指

導
や
訓
練
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

事
業
内
容
や
手
続
き
方
法
、

対
象
と
な
る
難
病
な
ど
に
つ
い

て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
住
民
生
活
課
地
域
福
祉
班（
☎

42
︲
２
１
１
１
内
線
２
０
３
）

難
病
の
対
象
範
囲
が
拡
大
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m u r a  n o  w a d a i

むらのわだい

１回で成功なるか。
ゲートボールリレー

熟練の技術が光った
縄ないレース

老人クラブ体育祭
親睦深め和気あいあい
　村老人クラブ体育祭が６月20日、村体育センターで行われ
ました。村内老人クラブの会員が集まり９つの単位会に分か
れ、爽やかな汗を流しました。体育祭ではゲートボールリレー、
豆拾いリレー、瓶釣りリレーなど６種目の合計得点で順位を
競いました。
　選手たちは少しでもタイムを縮めようと、互いに助け合い
ながら競技に励んでいました。控えの選手からは仲間を応援
しようと温かい声援が上がっていました。玉入れ競争では、
２回も同点になるほどの接戦を展開。競技は終始和やかに盛
り上がり、参加者は和気あいあいと親睦を深めていました。
競技の結果、優勝は伊保内上、２位は江刺家下、３位は伊保
内下と荒谷となりました。

山根小で救急救命法講習会
万が一の対応方法学ぶ
　６月15日、山根小学校で救急救命法講習会が開かれました。
５・６年生と保護者など25人が集まり、二戸消防署九戸分署
員の指導を仰ぎながら、心肺蘇生法や熱中症対策について学
びました。胸骨圧迫は胸を５cm、30回押すことや、人工呼吸
は胸が上がるまで２回吹き込むことなど、細かい点まで確認
しながら救命方法を学習。体が濡れているときは拭き取って
からＡＥＤを使用することを教わっていました。沢口佑介君
（５年）は「ＡＥＤの使い方が難しかったけど、心臓マッサー
ジの注意点が分かってよかった」とほほ笑んでいました。

ＡＥＤを使った心肺蘇生法を学ぶ山根小児童たち

戸田小で 140 周年記念植樹祭
輝く伝統   継承祈願
　戸田小学校では創立140周年を記念して6月7日、同校校
庭で植樹祭が行われました。全校児童48人が参加し、校庭脇
にヤマザクラの苗木３本を植えました。明治11年（1878年）
に同校が創設されて以来、140年にわたり輝かしい歴史と伝
統が引き継がれてきました。児童たちは、桜と一緒に健やか
に成長することを願うとともに、同校がますます発展するこ
とを祈願して丁寧に植樹していました。西野実夢さん（４年）
は「友達と協力して植えることができてうれしかった。桜の
木が大きくなるのが楽しみ」と目を輝かせていました。

桜の花が美しく咲きわたることを願い、植樹をする戸田小学校の児童たち

　　　　　　「入れーー」、　　みんなの注目が集まる中、僅差で勝敗が分かれた玉入れ競争
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落とさないように慎重に運ぶ
瓶釣りリレー

パークゴルフ全国交流大会での初優勝を喜ぶ村上俊彦さん

パークゴルフ全国交流大会
村上俊彦さん全国初Ｖ
　５月13日・14日、宮城県大崎市で行
われた、第21回パークゴルフ全国交流
大会さくらカップにおいて、村上俊彦さ
ん（70＝南田）が優勝の栄冠に輝きまし
た。大会には北海道から大阪府まで、全
国各地から432人が参加。競技は男女別
に分かれ、２日間54ホールの合計スト
ローク数で優勝が争われました。
　２日間とも雨の中でもスコアを崩さず、
安定したプレーをした村上さんが見事、
全国の頂点に輝きました。村上さんは「全
国交流大会で初めて優勝ができ喜びは格
別。全国の愛好家と交流ができて本当に
楽しかった」と笑顔で振り返っていまし
た。

相手を恐れず、気合いを込めて相撲に取り組む長興寺小児童

長興寺小学校で全校相撲遊び
好取組に沸き立つ歓声
　長興寺小学校で５月30日～６月１日、同校相撲場において
相撲遊びが行われました。全校児童48人が８つの縦割り班に
分かれて、トーナメントで順位を競いました。地域の方から
寄付いただいた相撲パンツをはいて、男女・学年が混じり合
い白熱した取組を繰り広げていました。保護者や地域の皆さ
んの大きな声援を受けながら、自分より体の大きな児童にも
果敢に立ち向かったり、制限時間の１分でも決着が付かない
大相撲もあったりと、好取組に盛り上がりを見せていました。

ぬかるむ泥に歓声を上げながら手植えする江刺家小児童

江刺家小学校で全校田植え体験
泥にまみれきらめく笑顔
　江刺家小学校の全校児童34人が参加し、６月12日、田植
え体験が行われました。同校では小井田重雄さん所有の田ん
ぼ３㌃を借りて、平成８年から全校児童が稲作体験を実施。
種まきから田植え、草取り、ひえ抜き、稲刈り、脱穀まで合
計６回の作業を児童が体験しています。この日は、春に種を
まいたかぐやもちの苗を協力して手植えしました。児童たち
は「冷たーい、足が抜けなーい」と歓声を上げながら稲作の
苦労を学んでいました。細川慶仁君（５年）は「深く植えな
いといけないことが分かった。泥の中でバランスを取るのが
難しかった」と、泥まみれになりながらもほほ笑んでいました。

　　　　　　「入れーー」、　　みんなの注目が集まる中、僅差で勝敗が分かれた玉入れ競争
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村
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

６
月
13
日
、
安
全
祈
願
祭
・
開

所
式
が
行
わ
れ
、
村
内
学
校
関

係
者
な
ど
20
人
が
集
ま
り
、
安

全
利
用
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

開
所
式
で
五
枚
橋
久
夫
村
長

が
「
本
年
度
は
照
明
な
ど
を
修

繕
予
定
。
子
ど
も
た
ち
の
歓
声

が
響
き
渡
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
有
効
活

用
を
祈
願
し
ま
し
た
。
施
設
は

７
月
１
日
か
ら
営
業
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
営
業
時
間　

午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
料
金　
子
ど
も
50
円
、
中
高

生
１
０
０
円
、
大
人
２
０
０
円

（
夜
間
の
料
金
は
異
な
り
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ　
村
体
育
セ
ン

タ
ー
（
☎
42
‐
２
１
７
７
）

事故なく楽しく利用されることを祈願

　

村
防
犯
協
会
総
会
は
６
月
２

日
に
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、

代
議
員
な
ど
40
人
が
出
席
し
、

本
年
度
の
事
業
計
画
案
な
ど
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
席
上
、
防

犯
活
動
に
功
労
が
あ
っ
た
人
に

表
彰
状
が
贈
ら
れ
、
そ
の
功
績

が
た
た
え
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞

者
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
功
労
者
表
彰

　
三
澤
武
雄
（
73
＝
南
田
）

■
優
良
団
体
表
彰

　
大
向
行
政
区

　

５
月
25
日
に
行
わ
れ
た
、
二

戸
地
区
防
犯
協
会
連
合
会
総
会

と
、
６
月
13
日
の
県
防
犯
協
会

連
合
会
定
時
総
会
に
お
い
て
、

防
犯
活
動
に
功
績
が
あ
っ
た
人

へ
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

本
村
の
受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

《
県
防
犯
協
会
連
合
会
》

▽
一
般
功
労
団
体

　
九
戸
中
学
校

▽
役
職
員

　
尾
友
元
一
（
67
＝
伊
保
内
上
）

《
二
戸
地
区
防
犯
協
会
連
合
会
》

▽
功
労
者
表
彰

　
滝
谷
清
志
（
61
＝
田
代
）

▽
一
般
功
労
団
体
感
謝
状

　
瀬
月
内
行
政
区

　
６
月
９
日
、
古
舘
サ
ン
さ
ん
が

１
０
１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
家

族
や
入
所
し
て
い
る
地
域
密
着

型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
り

つ
め
の
里
の
友
人
た
ち
と
長
寿

を
祝
い
ま
し
た
。
五
枚
橋
久
夫
村

長
が
花
束
と
長
寿
祝
い
金
を
手

渡
し
祝
福
。
川
向
出
身
の
古
舘
さ

ん
は
２
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
、

25
歳
の
時
に
夫
を
亡
く
し
、
２
人

の
子
ど
も
を
１
人
で
育
て
た
そ

う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

古
舘
サ
ン
さ
ん
友
と
祝
福
１
０
１
歳

101歳を祝福される古舘サンさん（前列中）

Ｂ＆Ｇがオープン

功
労
者
表
彰
を
贈
呈
さ
れ
る

三
澤
武
雄
さ
ん

防
犯
功
労
者
へ
表
彰
状

長
年
の
功
績
た
た
え
る

一
般
功
労
団
体
の
表
彰
を
受
け
る

九
戸
中
学
校
（
写
真
は
吉
田
校
長
）

１歳のお誕生日おめでとう☆

関畑　天
あ

夢
む

ちゃん

７月４日生まれ／長女／南田
（父）友昭さん（母）梢さん

「元気に大きくなってね♡」お父
さん・お母さんより

小野寺　舜
しゅん

くん

７月1４日生まれ／長男／長興寺下
（父）雅晴さん（母）玲子さん

「明るく優しい子、そして大きく
なってほしい」お父さん・お母さ
んより
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仰
ぎ
見
る
塔
の
高
さ
や
夏
の
雲

マ
ネ
キ
ン
の
腕
は
ず
さ
れ
て
更
衣

乳
の
み
児
の
大
き
な
欠あ

く

び伸
ね
む
の
花

夏
旅
の
孫
の
土
産
は
長
寿
箸

や
す
お
氏
の
輝
く
受
賞
青
葉
光

田
村　

畦
畔

願
い
事
乗
せ
て
浮
遊
の
夏
の
雲

ク
ー
ル
ビ
ズ
総
理
も
知
事
も
衣
更が

え

家
々
に
趣

お
も
む

き
あ
り
て
ア
ヤ
メ
咲
く

新
樹
光
昔
を
忍
び
塩
の
道

明
易
し
生
き
て
感
謝
の
目
覚
め
か
な

渡　

赤
藤

身
に
響
く
昼
の
チ
ャ
イ
ム
や
夏
の
雲

ロ
ン
ド
ン
へ
帰
え
る
弟
夏
の
空

二
食
持
ち
夫つ

ま

の
道
楽
山や

ま

め魚
釣
り

時
の
日
や
能
ト
レ
筋
ト
レ
有
が
た
し

菅
野　

岑
子

わ
れ
だ
け
に
見
せ
る
本
音
や
春
を
病
む

槻つ
き

大
樹
芽
吹
き
の
枝
の
弾
み
合
ふ

春
水
の
筧

か
け
い

を
落
る
音
豊
か

昔
日
の
旅
の
思
ひ
出
朴ほ

お

の
花

高
島
ふ
み
女

館
跡
を
下
り
て
深
山
の
花
山わ

さ

び葵

更
こ
ろ
も
が
え

衣
異
常
気
象
で
戸
惑
え
り

こ
の
村
の
歴
史
は
古
し
木
の
芽
和
え

良
き
友
に
恵
ま
れ
八や

十そ

路じ

の
日
々
う
ら
ら

沙
汰
の
な
き
友
の
訃
報
や
雲
の
峰

冬
部　

雪
女

舘
村　

青
村

夏
雲
や
天
突
く
寺
の
避
雷
針

更
衣
総
理
も
ラ
フ
な
ク
ー
ル
ビ
ズ

円
通
寺
五
月
雨
烟け

む

る
無
量
山

夏
の
月
彼あ

の
世
遥は

る

か
に
父
母
在い

ま

す

【
五
月
席
題
詠
よ
り
】

藩
政
の
名
残
り
の
屯
所
村
の
ど
か　
　

（
ふ
み
女
）

清
水
湧
く
九
戸
マ
ッ
プ
に
名
所
あ
り

長の

ど

か閑
さ
や
こ
ん
な
生く

ら

し活
も
い
い
も
ん
だ
（
畦　

畔
）

桂
藤
こ
ん
な
名
所
も
我
が
郷
に

山
奥
に
一
日
の
名
所
水
芭ば

し
ょ
う蕉　

　
　
　

（
赤　

藤
）

風
薫
る
姑は

は

の
古
里
姑
と
訪と

う

隧ず
い

道ど
う

を
出
て
薫
風
の
里
に
着
く　
　
　

（
雪　

女
）

ふ
る
里
の
名
所
巡
り
や
新
樹
光

命
脈
を
つ
な
ぐ
郷
里
や
風
薫
る　
　
　

（
青　

村
）

さ
緑
の
苗
整
然
と
植
田
か
な

む
ら
の
文
芸

第
３
５
０
回　

く
の
へ
俳
句
会

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

元気スマイル �

小お

笠が

さ

原わ

ら 

由よ

し

雄お

さ
ん

大
正
13
年
11
月
29
日
生
・
92
歳
（
荒
谷
）

　

平
内
地
区
で
生
ま
れ
17
歳
の
と
き
軍

隊
に
入
隊
。
26
歳
に
結
婚
し
婿
に
入
り
、

３
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
、
農
業
で
生

計
を
立
て
、
今
で
も
働
い
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
は
？　
踊
り
を
見
る
の
が
好
き

で
、
年
に
数
回
踊
り
を
見
に
行
く
よ
。

◆
元
気
の
秘
け
つ
は
？　
体
の
事
を
考

え
、
た
ば
こ
や
酒
を
飲
ま
ず
、
好
き
嫌

い
せ
ず
適
度
に
食
べ
る
こ
と
だ
ね
。

◆
楽
し
み
は
？　
友
達
づ
く
り
が
好
き

で
友
人
と
の
お
し
ゃ
べ
り
が
楽
し
い
ね
。

◆
一
番
の
思
い
出
は
？　
若
い
と
き
の

軍
隊
生
活
が
思
い
出
深
い
ね
。

上か

み

村む

ら 

卓た

く

司じ

さ
ん

33
歳
・
川
向

　
平
成
14
年
か
ら
消
防
士
と
し
て
活
躍
。
平

成
20
年
に
真
由
美
さ
ん
と
結
婚
し
、
長
女
・

琴
音
さ
ん（
８
）と
次
女・柚
結
ち
ゃ
ん（
４
）

と
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
は
？　
２
年
前
に
再
開
し
た
ス
キ
ー

に
、
今
年
も
子
ど
も
と
行
き
た
い
で
す
ね
。

◆
休
み
の
日
は
？　
子
ど
も
と
散
歩
を
し
た

り
、
自
転
車
の
練
習
を
し
た
り
し
て
子
ど
も

と
遊
ぶ
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

◆
一
番
の
楽
し
み
は
？　
子
ど
も
の
笑
顔

と
、
子
ど
も
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
ね
。

◆
将
来
の
夢
は
？　
孫
を
抱
く
こ
と
と
、
孫

と
一
緒
に
散
歩
を
す
る
こ
と
が
夢
で
す
。

友達の輪 �

友達の輪をつなげていこうと、自分の友人を紹介し
ていくコーナーです。

上
村
卓
司
さ
ん
（
中
）
と

琴
音
さ
ん
（
左
）
と
柚
結
ち
ゃ
ん
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村
生
涯
学
習
ア
カ
デ
ミ
ー
・

女
性
教
室
合
同
開
講
式
は
５
月

23
日
、
受
講
生
60
人
が
参
加
し
、

Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し

た
。
担
当
の
野
田
寛
さ
ん
が
本

年
度
の
計
画
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
で
は
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
講
師
の
み
ず
も

と
ゆ
う
こ
さ
ん
が
「
写
真
整
理

か
ら
は
じ
め
る
あ
っ
た
か
い
生

前
整
理
」
に
つ
い
て
講
演
し
ま

し
た
。
み
ず
も
と
さ
ん
は
生
き

る
こ
と
を
前
提
に
物
・
心
・
情

報
を
整
理
す
る
こ
と
が
生
前
整

　

初
回
の
５
月
27
日
は
あ
い
に

く
の
雨
模
様
の
中
、
村
内
小
学

生
27
人
が
参
加
し
、
岩
渕
好
生

さ
ん
（
村
山
友
会
）
か
ら
村
の

歴
史
を
学
び
な
が
ら
、
約
２
時

間
か
け
て
東
向
山
と
熊
野
館
を

歩
き
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
山
道
脇
に
咲
く

チ
ゴ
ユ
リ
や
ウ
ワ
バ
ミ
ソ
ウ
な

ど
の
山
野
草
を
楽
し
み
な
が
ら
、

輝
く
新
緑
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

　

熊
野
館
で
は
村
内
に
あ
る
杉

の
中
で
一
番
太
く
、
神
様
が
宿

る
と
言
わ
れ
て
い
る
三
本
杉
を

観
賞
し
、
あ
ふ
れ
る
パ
ワ
ー
を

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
道
路
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
さ
さ
や
ぶ
の
中

を
歩
い
た
り
「
や
っ
ほ
ー
」
と

大
き
な
声
を
出
し
た
り
と
、
歓

声
を
上
げ
な
が
ら
魅
力
あ
る
自

然
と
の
触
れ
合
い
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。
五
感
を
使
っ
て
豊

か
な
自
然
を
学
ん
だ
児
童
た
ち

は
、
充
実
し
た
表
情
を
浮
か
べ

て
い
ま
し
た
。

　

千
田
喬き
ょ
う
た太
君
（
伊
保
内
小
２

年
）
は
「
６
回
も
転
ん
だ
け
ど
、

道
な
き
道
を
冒
険
し
て
楽
し

か
っ
た
」
と
は
し
ゃ
ぎ
な
が
ら

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
村
教
育
委
員
会
で
は
九
曜
塾
を
開
講
し
、
村
内
小
学
生
に
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
活
動
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
塾
で
は
、
村
内
や
周
辺
地
域
の
自
然
や
文
化
、
歴
史
、
人

に
触
れ
る
体
験
活
動
を
実
施
し
、
郷
土
へ
の
理
解
と
仲
間
づ
く
り

を
進
め
、
次
代
を
担
う
た
く
ま
し
い
九
戸
っ
子
を
育
て
る
た
め
に
、

月
１
回
の
土
曜
日
、
年
10
回
開
催
。
参
加
者
は
毎
回
募
集
し
ま
す
。

　友達と一緒に参加してみませんか？
■申し込み・問い合わせ　村教育委員
会生涯学習班（☎42-2111内線305）

景
色
や
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
参
加
者

本年度も九曜塾 新緑に響く歓声

回 期　日 学習活動
1 ５月 27日 村の展望所めぐり
2 ６月 17日 森林学習
3 ７月 22日 ヒメボタル観察
4 ８月５日 九戸政実公学習
5 ９月９日 世代間交流
6 10 月７日 村遺跡探検
7 11 月４日 創作活動
8 12 月９日 郷土料理

9 １月 27日 戸のまち親子スキー
交流会

10 ２月 17日 かんじき体験

生涯学習 女性教室
６月６日 もっと知ろう九

戸村Ⅲ ６月20日 絵手紙に挑戦しよう
７月５日 木工作品に挑戦

しよう ７月11日 ガーデニング研修
８月８日 絵手紙に挑戦し

よう ８月29日 自然満喫、まきばに遊びに
９月９日 九曜塾の子どもた

ちと交流しよう ９月27日 羊毛フェルトを体験しよう
10月３日 秋の遠足に出掛

けよう 10月17日 文学散歩に出掛けよう
10月27日～29日 文化祭展示部門に参加しよう

11月14日 カラオケⅡ 11月21日 そば作りをしよう
12月13日 講演会
  １月23日 講演会
  ２月20日 閉講式

　本年度予定されている講座は上表の通りです。
　年度途中からでも参加できますので、日々の潤いや活
力にしてみませんか？
■申し込み・問い合わせ
　教育委員会生涯学習班（☎42-2111内線305）

理
で
あ
る
と
解
説
。
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
、
写
真
を
整
理
し

自
分
自
身
の
ア
ル
バ
ム
を
作
る

こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
し
た
。

生
涯
学
習
　
　
・
女
性
教
室
が
開
講

ア
カ
デ

ミ

ー

村民の歌を斉唱する受講生

≪実施計画≫
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○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休　館　日／年末年始

❖ 今月のお薦め図書

　ある晩、夫が市内のホテル
で急死した。出張という言葉
は嘘だったのか？
　２人には子どもがいない。
一人残された夏葉子に義父母
や親戚から寄せられた同情は
次第に監視へと変わっていく
…。追い詰められた夏葉子を
一枚の紙が救う。

嫁をやめる日
垣谷　美雨　著／中央公論新社

本当は憲法より大切な「日米地位協定入門」
前泊　博盛　編著／創元社

明るい夜に出かけて
佐藤　多佳子　著／新潮社

　なぜ戦後70年たっても、
まだ米軍は日本にいるのか？
なぜ米兵が罪を犯しても、ほ
とんど逮捕されないのか？な
ぜ原発災害の当事国である日
本が、原発をやめられないの
か？答えは全てここにある。
21世紀を生きる全国民必読
の書。

　今は学生でいたくなかっ
た。コンビニでバイトをし、
青くない海の町で一人暮らし
を始めた。唯一のアイデンテ
ィティーは深夜ラジオのリス
ナーだ。期間限定で人生を考
え直すつもりが…。
　若さと生きることの長編小
説。

　夏休みに入ってすぐに
お母さんから、「しげち
ゃんがもう小学生になっ
たんだから一人で寝られ
るよね」って言われた。
　通知票には自立をって
書いてあるけど…。自立
ってなんだろう？逆立ち
の事かな？

しげちゃんとじりつさん
室井　滋　作／金の星社

　

５
月
18
日
の
春
季
高
校
野
球

県
大
会
開
会
式
に
お
い
て
、
三

澤
圭
太
君
（
伊
保
内
高
３
年
）

の
声
が
二
戸
市
大
平
球
場
に
響

き
渡
り
ま
し
た
。

  

伊
保
内
高
校
野
球
部
は
二
戸

地
区
予
選
を
勝
ち
進
み
、
地
区

第
一
代
表
の
座
を
初
め
て
獲
得
。

折
よ
く
、
開
催
地
区
の
第
一
代

表
の
主
将
で
あ
る
三
澤
君
が
選

手
宣
誓
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

　

 

リ
ハ
ー
サ
ル
で
は
こ
れ
か
ら

話
そ
う
と
す
る
言
葉
と
、ス
ピ
ー

カ
ー
を
通
し
て
一
拍
遅
れ
て
聞

こ
え
る
声
が
重
な
り
、
や
り
づ

ら
さ
を
感
じ
た
そ
う
で
す
。
し

か
し
、
本
番
で
は
十
分
に
間
を

取
っ
て
発
声
し
、爽
や
か
で
堂
々

教
諭　

菅
原　

靖や
す
し　

球
場
響
く   

堂
々
宣
誓

と
し
た
宣
誓
と
な
り
ま
し
た
。

  

試
合
は
盛
岡
四
高
に
３‒

５

で
惜
敗
し
ま
し
た
が
、
夏
の
大

会
で
は
、
部
員
12
人
が
全
員
九

戸
中
学
校
出
身
と
い
う
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
良
さ
で
甲
子
園
を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

　

６
月
17
日
〜
19

日
、
二
戸
地
区
中
学

校
総
合
体
育
大
会
が

各
会
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
九
戸
中
学
校

が
上
位
成
績
を
収
め

た
種
目
を
紹
介
し
ま

す
。（
敬
称
略
）

《
団
体
》

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男

子
・
女
子　
優
勝

▽
卓
球
団
体
男
子
・
女
子

　
準
優
勝

▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
団
体

　
準
優
勝

▽
野
球　
３
位

《
個
人
》

▽
卓
球　

川
原
歩
士　

準
優
勝 

　
山
下
さ
く
ら　
３
位

　
觸
澤
雪せ

莉り　
　
４
位

▽
柔
道
（
個
人
戦
体
重
別
）

　
澤
口
悠
聖　
準
優
勝

　
山
本
司　
　
準
優
勝

以
上
、
好
成
績
を
収
め
た
選
手

た
ち
は
、
７
月
15
日
〜
17
日
に

中総体で好成績

行
わ
れ
る
、
県
中
学
校
総
合
体

育
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

（
副
校
長　
山
崎　
弘
貴
）

全
校
生
徒
に
よ
る
野
球
応
援

力
強
く
宣
誓
す
る
三
澤
圭
太
主
将



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

国
保
だ
よ
り

12

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

　

熱
中
症
と
聞
く
と
真
夏
の
炎
天
下
に

起
き
る
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
実
は
寒
暖
差
が
激
し
く
気

温
差
に
体
が
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
春
か

ら
注
意
が
必
要
で
す
。

　

熱
中
症
は
、
高
温
多
湿
な
環
境
に
長

く
い
る
こ
と
で
、
徐
々
に
体
内
の
水
分

や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
調

節
が
う
ま
く
で
き
ず
、
体
内
に
熱
が
こ

も
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。
条
件
が
そ

ろ
え
ば
、
屋
外
だ
け
で
な
く
室
内
で
何

も
し
て
い
な
い
時
で
も
発
症
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■
熱
中
症
の
症
状

　

目
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
手
足
の
し

び
れ
、
こ
む
ら
返
り
、
頭
痛
、
吐
気
、

お
う
と
な
ど
。
重
症
に
な
る
と
、
返
事

が
お
か
し
い
、
意
識
消
失
、
け
い
れ
ん

な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。

■
暑
さ
を
避
け
る
方
法

○
室
内
で
は
…

　
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
を
調
節
、

す
だ
れ
を
利
用
、
室
温
を
小
ま
め
に
確

認
す
る
。

○
外
出
時
に
は
…

気
を
付
け
よ
う　
熱
中
症

　
　
　
　
　
（
保
健
師　
船
山　
信
香 

）

　

日
傘
や
帽
子
の
利
用
、
日
影
で
小
ま

め
に
休
憩
を
。
日
差
し
の
強
い
日
は
な

る
べ
く
外
出
を
控
え
る
。

○
体
に
熱
を
溜
め
な
い
た
め
に
…

　

通
気
性
が
よ
く
吸
湿
性
・
速
乾
性
の

あ
る
衣
類
を
着
用
す
る
、
保
冷
剤
・
冷

た
い
タ
オ
ル
な
ど
で
体
を
冷
や
す
。

○
小
ま
め
な
水
分
補
給
を
忘
れ
ず
に

　

室
内
で
も
屋
外
で
も
、
喉
の
渇
き
を

感
じ
な
く
て
も
、
小
ま
め
に
水
分・塩
分
、

経
口
補
水
液
な
ど
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

■
熱
中
症
に
な
っ
た
ら
す
る
こ
と

　
ま
ず
は
涼
し
い
場
所
へ
避
難
し
ま
す
。

衣
類
を
緩
め
て
体
を
冷
や
し
ま
す
。
特

に
首
周
り
、
脇
の
下
、
足
の
付
け
根
を

冷
や
す
と
効
果
的
。
そ
し
て
、
水
分
・

塩
分
、
経
口
補
水
液
な
ど
を
補
給
し
ま

す
。

　

自
分
で
水
が
飲
め
な
い
、
意
識
が
な

い
場
合
は
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま

し
ょ
う
！

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
有

効
期
限
は
７
月
31
日
で
す
。
こ
の
保
険

証
は
、
75
歳
以
上
の
人
と
、
65
歳
以
上

で
一
定
の
障
が
い
が
あ
っ
て
制
度
加
入

の
申
請
を
し
た
人
に
対
し
て
交
付
し
て

い
ま
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
は
７
月
下

旬
に
「
郵
送
」
し
ま
す
。
８
月
以
降
に

病
院
な
ど
を
受
診
す
る
と
き
は
、
郵
送

さ
れ
た
新
し
い
被
保
険
者
証
を
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

■
後
期
高
齢
の
自
己
負
担
割
合

●

一
般
の
人
の
自
己
負
担
割
合
は
１
割

で
す
。

●

現
役
並
み
の
所
得
者
の
自
己
負
担
割

合
は
３
割
と
な
り
ま
す
。
同
じ
世
帯
に

住
民
税
課
税
標
準
額
が
１
４
５
万
円
以

上
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者
が
い
る
場
合
に
該
当
と
な
り
ま
す
。

■
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
に
つ
い
て

　

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
と
は
、
病
院
な
ど
に
提
示
す
る
こ

と
で
、
自
己
負
担
額
が
高
額
療
養
費
の

適
用
区
分
に
応
じ
た
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
と
な
る
証
書
で
す
。
対
象
と
な
る

人
は
、
住
民
税
の
非
課
税
世
帯
の
人
と

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
が
、

現
在
、
使
用
し
て
い
る
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限

も
７
月
31
日
で
す
。
課
税
状
況
を
確
認

し
引
き
続
き
該
当
と
な
る
人
に
は
８
月

１
日
か
ら
使
用
で
き
る
も
の
を
「
郵
送
」

し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
該
当
と
な
る

人
に
は
、
役
場
か
ら
通
知
し
ま
す
の
で

役
場
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
民
税
の
課
税
状
況
に
よ
っ

て
は
、
８
月
１
日
か
ら
対
象
外
と
な
る

人
も
い
ま
す
。

■
平
成
29
年
８
月
か
ら
自
己
負
担
限
度

額
が
変
更

●

自
己
負
担
割
合
が
３
割
の
人

外
来
４
４
４
０
０
円
↓
５
７
６
０
０
円

後
期
高
齢
の
保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

●

自
己
負
担
額
が
１
割
の
住
民
税
課
税

世
帯
の
人

外
来
１
２
０
０
０
円
↓
１
４
０
０
０
円

（
年
間
上
限
14
万
４
０
０
０
円
）

入
院
４
４
４
０
０
円
↓
５
７
６
０
０
円

限
度
額
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
今
ま
で
と
変

わ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
（
国
保
担
当　
田
澤　
直
樹 

）



駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
☎
42-

２
２
１
０

国
民
年
金

問
二
戸
年
金
事
務
所
☎
23-

４
１
１
１

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
１

消
防
署
だ
よ
り

問
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
☎
42-

３
１
１
９
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熱
中
症
は
目
ま
い
、
頭
痛
、
吐

き
気
、
け
ん
た
い
感
な
ど
の
症
状

か
ら
、
ひ
ど
い
と
き
に
は
意
識
を

失
い
、
命
の
危
険
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
以
下
の
こ
と

に
注
意
し
、
熱
中
症
予
防
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

村内の火災・救急（５月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0件 0件 －１件
救 急 18 件 113 件 － 19 件

知
っ
て
お
こ
う
！　
熱
中
症
予
防

　

岩
手
県
警
察
で
は
平
成
29
年
度
警
察

官
お
よ
び
警
察
事
務
職
員
の
採
用
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

　

今
回
案
内
す
る
試
験
区
分
は
次
の
通

り
で
す
。

■
警
察
官
Ｂ

●

採
用
予
定
数
…
40
人

　
　
　
　
（
男
性
34
人
・
女
性
６
人
）

●

受
験
資
格
…
大
学
卒
業
者
な
ど
を
除

　

き
、
昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　
12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●

１
次
試
験
日
…
９
月
17
日
（
日
）

■
警
察
事
務
Ⅱ
種

●

採
用
予
定
数
…
５
人

●

受
験
資
格
…
平
成
３
年
４
月
２
日
か

　

ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

　
れ
た
人

●

１
次
試
験
日　
９
月
24
日
（
日
）

■
警
察
事
務
Ⅲ
種

●
採
用
予
定
数
…
３
人

●

受
験
資
格
…
大
学
卒
業
者
な
ど
を
除

　

き
、
平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

岩
手
の
安
全
を
一
緒
に
守
り
ま
せ
ん
か

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。（
最

も
早
い
年
金
の
支
給
は
平
成
29
年
10
月

か
ら
で
す
）

　

ま
だ
、
請
求
手
続
き
を
し
て
い
な
い

人
は
、
今
す
ぐ
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
に

電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。
ね
ん
き
ん
ダ

イ
ヤ
ル
で
予
約
の
上
、
年
金
事
務
所
に

て
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
の
に
必

要
な
期
間
（
受
給
資
格
期
間
）
が
、
25

年
か
ら
10
年
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
新
た
に
対
象

に
な
る
人
へ
黄
色
の
封
筒
（
Ａ
４
サ
イ

ズ
）
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
８
月
１
日
か
ら
は
、
受
給

資
格
期
間
が
10
年
以
上
あ
り
請
求
手
続

き
を
す
れ
ば
、
老
齢
年
金
を
受
け
取
る

村内の交通事故（５月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 1件 3件 ＋ 3件
物損事故 1件 22 件 － 6件
負 傷 者 1人 3人 ＋ 3人
死 亡 者 0人 0人 ± 0人
飲酒運転
検 挙 者 0人 2人 ＋ 1人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数…… 965日
（5月31日現在）

受
給
資
格
が
10
年
に
短
縮
さ
れ
ま
す

12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●

１
次
試
験
日
…
９
月
24
日
（
日
）

　
警
察
の
仕
事
は
個
人
の
生
命
・
身
体
・

財
産
の
保
護
に
当
た
り
、
犯
罪
の
予
防
・

や
犯
人
の
逮
捕
、
交
通
の
取
り
締
ま
り

そ
の
他
公
共
の
安
全
と
秩
序
を
維
持
す

る
こ
と
で
す
。
警
察
事
務
職
員
は
、
そ

の
警
察
官
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら

組
織
運
営
し
て
い
く
任
務
を
負
っ
て
い

ま
す
。

　

岩
手
県
警
察
は
、
安
全
・
安
心
な
岩

手
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
正

義
が
、
あ
な
た
の
優
し
さ
が
、
あ
な
た

の
強
さ
が
岩
手
を
守
る
力
と
し
て
必
要

で
す
。

●

水
分
を
小
ま
め
に
取
り
ま
し
ょ
う

●

睡
眠
環
境
を
快
適
に
保
と
う

●

丈
夫
な
体
を
つ
く
ろ
う

屋
内
で
も
熱
中
症
に
な
り
ま

す
の
で
、
高
齢
者
や
小
さ
な

子
ど
も
は
特
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
不燃・ビン・金物 ７月３日㊊ ７月４日㊋ ７月10日㊊
空 き 缶 ７月18日㊋ ７月24日㊊ ７月25日㊋
粗 大 ご み ７月11日㊋
紙・プラ類 ７月13日㊍ ７月19日㊌ ７月27日㊍

ごみ収集日

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話

７ ９ おりそ内科循環器クリニック 22-2251 ７ ９ 堀米歯科医院 46-2927

16 小野寺クリニック 46-2822 16 こしみず歯科クリニック 33-4618

17 いちのへ内科クリニック 33-2701 17 窪島歯科医院 23-2425

23 川村医院 23-3252 23 宮沢歯科医院 46-2953

30 菅整形外科皮膚科クリニック 23-7311 30 岩渕歯科医院 32-2238

７月

  政実くのへＦＭ
毎週水曜昼12時

　政実くのへＦＭが７月で４
年目に入ります。毎週水曜日、
昼12時からラジオ放送してい
ますのでぜひ聞いてください。
◎二戸　82.2MHZ
■問い合わせ　㈱エフエム岩
手九戸支局（☎43-3227）

  久慈拓陽支援で
一般公開します

　久慈拓陽支援学校では「学校へ
行こう週間」を設けて地域の皆さ
まに日ごろの授業やさまざまな教
育活動を公開しています。
■期間　７月10日（月）～14（金）
　　　　午前９時～午後３時
■場所　久慈拓陽支援学校
■内容　校舎・寄宿舎見学および
授業参観
■問い合わせ　久慈拓陽支援学校
（☎0194-58-3004）

  飼い猫以外の猫に
餌を与えないで！

　かわいそうだか
らと、飼い猫以外
の猫に餌を与え始
めると、そこに住
み着いてどんどん
繁殖します。
その結果→
◎生きられない子猫や処分されて
しまう猫が増える 
◎周辺のふん尿汚染や泣き声など
で近所迷惑となる 
…などの問題が発生します。

　猫に餌を与えることは、その猫
の飼い主になるということです。
飼い主には、その猫の健康・安全
管理からふん尿の始末・周辺環境
への配慮などの責任が伴います。
→ 責任を持てない餌やりはやめま
しょう
■問い合わせ　住民生活課保健衛
生班　（☎42-2111内線123）

  多重債務の悩み
ご相談ください

　東北財務局盛岡財務事務所では、
借金を抱え悩んでいる人の相談に
無料で応じています。
■相談専用電話
　019-622-1637
■受付　月～金曜日（祝日除く）
　午前８時30分～午後４時30分
■場所　盛岡合同庁舎４階
　東北財務局盛岡財務事務所
■問い合わせ　東北財務局盛岡
財務事務所理財課（☎019-625-
3353）

国民健康保険税第１期
固定資産税　　第２期

７月31日（月）
が納期限です
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人のうごき
（平成29年6月1日現在）

●人　口　　５，９９９　人  （ー１１）
　　男　　　 ２，８９４　人　  （ー２）
　　女　　　 ３，１０５　人　  （－９）
●世帯数　　２，１６７世帯　 （－４）

（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 　７　人  　（４５人）
　 転　 出　　　 　７　人  　（８５人）
　 出　 生　　 　　３　人  　（１３人）
　 死　 亡　　　 １４　人  　（４３人）

（カッコ内は１月からの累計）

編集後記
◆表紙と４㌻に掲載したパラグラ
イダー体験会。広報６年目にして
初めて体験者として参加しまし
た。◆高い場所が苦手な私ですが、
鳥の気分を味わい、空の世界を満
喫することができました。（下村）

  二戸広域事務組合
消防職員採用試験

　平成29年度二戸地区広域行政事
務組合消防職員の採用試験を実施
します。
■採用職種および採用予定人員　
　消防職員　若干名
■受験資格　
●平成３年４月２日以降に生まれた
人で高等学校以上を卒業、または
平成30年３月に卒業見込みの人。
●消防職員として職務遂行に必要
な身体であること。
●採用後に二戸管内に居住できる
こと。
■第１次試験
　９月17日（日）　福岡中学校
■第２次試験　10月下旬予定
■試験案内・申込書の配布
　７月３日（月）～８月14日（月）
●配布場所　二戸地区広域行政事
務組合消防本部および各分署。郵
便による請求もできます。
■申込受付
　７月18日（火）～８月14日（月）
■問い合わせ　二戸地区広域行政
事務組合消防本部（☎26-8111）

  一人親家庭の
無料法律相談

　一人親家庭を対象に、離婚や養
育費についてなど、日常生活にお
いて困っていること、悩みなど弁
護士による相談を行います。
■日時　７月26日（水）
　　　　午前10時～午後３時
■場所　久慈地区合同庁舎
　　　　２階　相談室
■対象　一人親家庭、寡婦の人
■費用　無料
■申し込み・問い合わせ
　県北広域振興局保健福祉環境部
（☎0194-53-4982）

  犬の飼い方、マナー
を守りましょう

　犬の飼い主さんは犬の飼い方、
マナーを守っていますか？「犬を
放し飼いにしている。道路に犬の
フンがある」などたくさんの苦情
が寄せられています。飼い主さん
は、他人に迷惑を掛けないよう責
任を持って管理しましょう。
■問い合わせ　住民生活課保健衛
生班（☎42-2111内線123）

  二戸大橋を補修工事
片側通行の交通規制

　下記日程で二戸大橋橋
きょうりょう

梁補修工
事を実施します。通行規制の影響
によって、工事期間中は公共交通
機関の遅れが予想されますので、
時間に余裕を持って利用いただき
ますようお願いします。
■工事内容　主要地方道二戸九戸
線二戸大橋の舗装補修工事
■期間　７月１日（土）～31日（月）
■通行規制　終日片側交互通行
■問い合わせ　二戸土木センター
道路河川環境課（☎23-9209）

スナップくのへ＋
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健やかな成長を願い、食育を大切することを誓う伊保内保育園の園児たち

好き嫌いせず
歯磨きを約束

クイズを楽しみながら食事について学びました正しい歯の磨き方を練習する伊保内保育園の園児たち

食
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
初
来
村
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県
食
育
普
及

啓
発
キ
ャ
ラ
バ

ン
が
６
月
６

日
、
伊
保
内

保
育
園
を
訪

問
し
、
食
育

の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し

た
。
毎
年
６
月
は
食
育

月
間
と
指
定
さ
れ
て
お

り
、
村
内
で
初
め
て
食

育
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
迎
え

ま
し
た
。

　

県
栄
養
士
会
の
会
員

と
い
わ
て
純
情
む
す
め

の
２
人
が
園
児
た
ち
に

絵
本
を
読
み
聞
か
せ
、

食
育
の
大
切
さ
を
分
か

り
や
す
く
説
明
し
て
い

ま
し
た
。
３
歳
以
上
の

園
児
41
人
が
参
加
し
、

好
き
な
も
の
だ
け

を
食
べ
な
い
こ
と

や
、
お
米
が
ど
の

よ
う
に
し
て
で
き

る
の
か
を
、
絵
本

を
通
し
て
分
か
り

や
す
く
学
ん
で
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
伊
保
内
歯
科
医
院
の

伊
保
内
利
一
さ
ん
な
ど
か
ら
、
虫

歯
に
な
り
に
く
い
歯
の
磨
き
方
を

教
わ
り
ま
し
た
。

　

歯
磨
き
を
す
る
と
き
に
は
、
①

歯
ブ
ラ
シ
の
持
ち
方
、
②
順
番
に

歯
を
磨
く
、
③
う
が
い

の
仕
方
、
の
３
点
に
気

を
付
け
る
こ
と
が
大
切

と
解
説
。
園
児
た
ち
は

実
際
に
、
歯
ブ
ラ
シ
を

手
に
持
ち
、
指
導
を
受

け
な
が
ら
歯
磨
き
の
や

り
方
を
学
ん
で
い
ま
し

た
。

　

会
場
に
は
県
３
Ｒ
推

進
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
エ

コ
ロ
ル
ち
ゃ
ん
と
、
い

わ
て
純
情
野
菜
マ
ス

コ
ッ
ト
純
鬼
君
も
駆
け

付
け
、
園
児
た
ち
は
大
喜
び
。
園

児
た
ち
は
好
き
嫌
い
を
し
な
い

で
、
何
で
も
食
べ
る
こ
と
や
、
歯

磨
き
の
時
に
は
３
点
に
注
意
し
て

歯
を
磨
く
こ
と
を
誓
っ
て
い
ま
し

た
。
山
下
蓮
介
君
（
３
歳
）
は
「
食

べ
た
後
は
歯
磨
き
を
必
ず
や
る
よ
」

と
誓
っ
て
く
れ
ま
し
た
。


